
助
成
額

・
ト
ラ
イ
ア
ル
部
門
＝
一
律
５
万
円

・
一
般
部
門
＝
５
〜
５０
万
円

応
募
資
格

３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

で
、
千
代
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
活
動
で
あ
れ
ば
、
在
住
・
在

勤
・
在
学
・
国
籍
を
問
わ
ず
、
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

申
請
受
付

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
の

窓
口
に
て
、
内
容
を
確
認
し
な
が

ら
申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す
。
電

話
予
約
の
う
え
、
必
ず
窓
口
ま
で

申
請
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
郵

送
・
Ｅ
メ
ー
ル
不
可
）。

受
付
期
間

５
月
１０
日
（月）
〜
６
月
１

日
（火）
（
月
〜
金
曜
日
の
８
時
３０
分

〜
１７
時
１５
分)

公
開
審
査
会

申
請
内
容
を
公
開
の

場
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
助
成

の
可
否
お
よ
び
助
成
額
に
つ
い
て

審
査
し
ま
す
。

と
き

６
月
１９
日
（土）
９
時
〜
１７
時

（
予
定
）

会
場

ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ス
ク
ウ
ェ
ア
５
階
会
議
室
（
神
田

錦
町
３
―
２１
）

活
動
報
告
会

助
成
対
象
と
な
っ
た

場
合
、
１１
月
（
中
間
発
表
会
）
と

３
月
（
活
動
成
果
発
表
会
）
に
活

動
内
容
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問
合
せ

産
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
1
３
２
３
３
―
７
５
５
８

（
直
通
）
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１２
回
目
を
迎
え
る
「
千
代
田
ま
ち

づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
（
ま
ち
サ
ポ
）」。

今
年
度
は
、
５
月
１０
日
（月）
か
ら
助
成

活
動
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

「
ま
ち
サ
ポ
」
は
、
千
代
田
区
の

ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
、
そ
ん
な
思

い
を
実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
、

助
成
金
の
全
額
が
当
財
団
の
賛
助
会

員
の
方
々
の
会
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。

申
請
に
つ
い
て
は
、
応

募
の
手
引
き
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
応
募
の
手
引
き
お

よ
び
申
請
書
類
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（

http://chiyoda-

days.jp/future/event-

info/m
achisapo22.htm

）

ま
た
は
財
団
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象

千
代
田
区
を
中

心
と
し
た
市
民
レ
ベ
ル

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
。

た
だ
し
、
同
一
の
企
画

内
容
で
千
代
田
区
ま
た

は
区
に
関
係
す
る
団
体

な
ど
か
ら
助
成
を
受
け

て
い
る
活
動
や
、
政

治
・
宗
教
・
営
利
を
目

的
と
す
る
活
動
は
助
成

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

市
町
村
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
東
京
 

３
 Vol.

入
居
者
紹
介

３
月
６
日
（土）
、
平
成
２１
年
度
の

千
代
田
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
で
助

成
を
受
け
た
１４
グ
ル
ー
プ
が
、
一
年

間
の
活
動
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
が
こ
の
一
年
間
に
千

代
田
区
内
で
展
開
し
た
個
性
あ
る
活

動
と
、そ
の
着
実
な
成
果
に
対
し
て
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
に
大
き
く

貢
献
し
た
グ
ル
ー
プ
に
贈
ら
れ
る

「
サ
ポ
ー
ト
大
賞
」
に
は
、
審
査
員

と
参
加
団
体
の
投
票
に
よ
り
「
神
田

探
偵
団
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
神
田
探
偵
団
」
の
代
表
、
立
山

光
昭
さ
ん
＝
写
真
右
＝
は
神
田
を
こ

よ
な
く
愛
し
、
ま
ち
歩
き
の
案
内
役

を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
案
内
し
て
き
た
町
の
魅

力
を
『
江
戸
下
町
神
田
町
歩
き
』
に

ま
と
め
て
出
版
し
た
こ
と
な
ど
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た（『
江
戸
下
町
神

田
町
歩
き
』
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

神
田
探
偵
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

http://nishihei.com
/

09-05book.htm
l

サ
ポ
ー
ト
大
賞
に「
神
田
探
偵
団
」

岡
山
県
新
庄
村
は
、
鳥
取
県
と
の
県

境
に
位
置
し
、
大
山

だ
い
せ
ん

、
蒜
山

ひ
る
ぜ
ん

高
原
を
背

後
に
見
据
え
た
、
人
口
１
千
３７
人
の
小

さ
な
村
で
す
。

古
く
か
ら
出
雲
街
道
の
宿
場
町
と
し

て
栄
え
、
本
陣
・
脇
本
陣
を
始
め
と

す
る
歴
史
的
な
建
物
が
現
存
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
４
月
中
旬
に
は
、
日

露
戦
争
の
戦
勝
記
念
に
植
え
ら
れ
た
１３７

本
の
「
が
い
せ
ん
桜
」
が
見
ご
ろ
と
な

り
、
県
内
外
よ
り
多
く
の
観
光
客
が
集

ま
り
ま
す
。

岡
山
県
内
最
大
の
ブ
ナ
林
を
有
す
る

毛
無
山
は
、
山
頂
か
ら
大
山
・
日
本
海

を
見
下
ろ
す
３６０
度
の
展
望
が
す
ば
ら
し

い
山
と
し
て
、
登
山
客
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。

村
の
特
産
は
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
米
で
作

る
「
ひ
め
の
も
ち
」
や
お
か
き
、
さ
る

な
し
（
コ
ク
ワ
）
の
ワ
イ
ン
な
ど
豊
か

な
土
壌
が
生
み
出
す
農
産
加
工
品
で

す
。こ

こ
数
年
は
、
千
代
田
区
の
皆
様

と
の
ご
縁
が
始
ま
り
、
神
田
祭
り
の
際

に
神
田
錦
町
で
の
餅
つ
き
に
駆
け
つ
け

て
い
ま
す
。

新
庄
村
は
昨
年
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
に
認
定
さ
れ
、
景
観
や
歴
史
を

活
か
し
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
村
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
１
千
人

の
村
「
新
庄
村
」
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

岡
山
県
新
庄
村

▲左は審査会会長の鈴木伸治氏

千千代代田田ままちちづづくくりりササポポーートト
市民によるまちづくり活動を応援する

助
成
活
動
の
募
集
を
開
始
　
〜
５
月
１０
日
よ
り
窓
口
に
て
受
け
付
け
〜

s
昨
年
度
の
公
開
審
査
会

s
３
月
６
日
に
行
わ
れ
た
成
果
発
表
会

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
に
と
っ
て
６
回

目
の
事
業
年
度
と
な
る
平
成
２２
年
度

は
、「
住
宅
ま
ち
づ
く
り
」「
区
民
住
宅

の
供
給
」「
産
業
ま
ち
づ
く
り
」「
普
及

啓
発
」
を
柱
と
し
て
、
千
代
田
区
と
の

協
力
の
下
、
公
益
法
人
な
ら
で
は
の
柔

軟
性
と
迅
速
性
を
生
か
し
た
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
住
宅
ま
ち
づ
く
り

「
住
宅
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
魅
力

あ
る
都
心
居
住
に
向
け
て
、
快
適
で
安

全
な
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
へ
の
支
援
と
、

良
好
な
居
住
環
境
の
整
備
を
促
進
し
ま

す
。

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ご
相
談
（
良
好
な
維

持
管
理
の
支
援
、
計
画
修
繕
・
建
替

え
の
支
援
、
安
全
・
安
心
な
生
活
の

確
保
、
管
理
組
合
活
性
化
支
援
）

・
ま
ち
づ
く
り
の
ご
相
談
（
再
開
発
・

共
同
建
築
の
促
進
、
ま
ち
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
）

●
区
民
住
宅
の
供
給

「
区
民
住
宅
の
供
給
」
で
は
、
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
向
け
て
、
引
き
続

き
借
上
型
区
民
住
宅
を
管
理
運
営
し
、

区
民
等
の
皆
様
に
提
供
し
ま
す
。

・
借
上
型
区
民
住
宅
の
管
理
運
営
（
１０

住
宅
、
１５２
戸
）

●
産
業
ま
ち
づ
く
り

「
産
業
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
地
域

産
業
の
振
興
に
向
け
て
、
中
小
企
業
の

中
堅
優
良
企
業
へ
の
成
長
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ス
ク

ウ
ェ
ア
を
拠
点
と
す
る
地
域
産
業
の
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
中
小
企
業
経
営
支
援
（
経
営
相
談
、

専
門
家
派
遣
、
セ
ミ
ナ
ー
、
地
域
応

援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、
千
代
田
ビ
ジ
ネ

ス
大
賞
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「Chibiz

」）

・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
活
動
支

援
・
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援

●
普
及
啓
発

「
普
及
啓
発
」
で
は
、
理
解
と
協
力

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域
活
性

化
の
支
援
や
、
情
報
の
発
信
と
交
流
、

調
査
研
究
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
千
代
田
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
の
実

施
　

・
地
域
な
ど
と
の
交
流
　

・
区
の
花
さ
く
ら
再
生
　

・
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
千
代
田

day ,s

」
の
運
用

問
合
せ

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

1
３
２
３
３
―
７
５
５
６（
直
通
）

▲新緑の毛無山

新庄村 

平
成
２２
年
度
の

事
業
計
画
を
策
定

四
つ
の
柱
で「
ま
ち
づ
く
り
」

活
動
成
果
発
表
会
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ママ
ンン
シシ
ョョ
ンン
無無
料料
相相
談談
会会

昨
年
９
月
よ
り
入
会
申
し
込
み
を

お
受
け
し
て
い
る
「
千
代
田
区
マ
ン

シ
ョ
ン
理
事
長
連
絡
会
」。
事
務
局

の
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
に
は
、
区
内

の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
理
事
長
の
皆

様
よ
り
た
く
さ
ん
の
お
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

Ｑ
　
な
ぜ
理
事
長
が
登
録
す
る
の
？

Ａ
　
マ
ン
シ
ョ
ン
は
区
分
所
有
者
皆

様
の
も
の
。
み
な
さ
ん
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
理

事
長
さ
ん
の
ご
登
録
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
の
関
わ
り

を
考
え
、
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住

ま
い
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
入
会
す
る
と
、
面
倒
な
役
割
も

あ
る
の
で
は
？

Ａ
　
役
職
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ち

み
ら
い
千
代
田
が
事
務
局
と
し
て
全

て
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
　
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
の
で

す
か
？

Ａ
　
理
事
長
さ
ん
及
び
管
理
組
合
運

営
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
個
々
の

管
理
組
合
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
応

じ
て
、
問
題
解
決
に
向
け
た
お
手
伝

い
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　
理
事
会
の
承
認
を
得
る
の
が
手

間
な
の
で
す
が
。

Ａ
　
区
分
所
有
者
み
な
さ
ん
の
意
見

が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
地
域
と
関
わ
る
必
要
は
あ
る
の

で
す
か
？

Ａ
　
管
理
組
合
と
町
会
と
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
は
異
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大

規
模
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
は
、
必

ず
両
者
の
連
携
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
地
域
と
の
関
わ
り
は
、
お
互

い
に
理
解
し
合
う
た
め
の
良
い
機
会

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
会
費
は
必
要
で
す
か
？

Ａ
　
会
費
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
政
治
、
宗
教
、

営
業
活
動
は
行
い
ま
せ
ん
。

Ｑ

「
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
」と
は
何

で
す
か
？

Ａ
　
千
代
田
区
・
東
京
電
力
・
東
京

ガ
ス
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
み
ず
ほ
銀

行
で
設
立
し
た
財
団
法
人
で
す
。
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
や
産
業
の

振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

理
事
長
連
絡
会
の
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
入
会
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ

住
宅
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ1
３
２
３
３
―
３
２
２
３（
直
通
）

ママ
ンン
シシ
ョョ
ンン
理理
事事
長長
連連
絡絡
会会（（
ＱＱ
＆＆
ＡＡ
））

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
マ
ン
シ
ョ
ン
に

お
住
ま
い
の
皆
様
の
マ
ン
シ
ョ
ン

維
持
管
理
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
の
解
決
に
向
け
、
マ
ン
シ
ョ

ン
無
料
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。首

都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

都
心
区
支
部
の
協
力
に
よ
り
、
毎

回
、
２
名
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

が
会
場
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と
き

毎
月
第
３
水
曜
１５
時
〜

１７
時
（
当
日
受
付
け
は
、
１６
時

ま
で
で
す
。
予
約
の
方
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

相
談
時
間

１
回
３０
分
程
度

場
所

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
会
議

室
（
神
田
錦
町
３
―
２１
ち
よ
だ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ス
ク
ウ
ェ

ア
４
階
）

※
マ
ン
シ
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て
よ
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質
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毎
月
第
３
水
曜
に
好
評
開
催
中

広　告

（株）ポポンデッタは、

１９９９年に太田社長が

インターネット通販で

始めた中古の鉄道模

型販売がスタートだ

そうです。

熱烈な鉄道模型マ

ニアであった太田社長ですが、まだ勤め

人であった太田社長にとっては新品の

鉄道模型は結構高い。そこで中古品を

探そうとしましたが、中古品を扱う店舗

はあるのかないのか分らないぐらいの

ごく小さい規模で、少なくとも太田社長

自身は中古品を買うことができなかった

のです。それでは自分でやってしまおう

ということで、当時定着してきたインター

ネット通販での中古鉄道模型の販売をス

タートしました。

その後、実店舗である秋葉原店をオ

ープン、現在は全国に１０店舗を展開し、

売上げは８億円を突破、アルバイトを含

めた社員は約１００名だそうです。

二足のわらじ
太田社長は、太田和伸税理士事務所

の所長でもあり、中小企業の経営に関

与してきた経験が、現在のポポンデッタ

の経営にも役立っているそうです。

ポポンデッタの特徴は
①スタッフの選定

鉄道模型の店舗スタッフに求められる

能力は大きく分けて二つ。鉄道模型の知

識と接客マインドです。両方の能力が高

〈企業探訪〉第2回千代田ビジネス大賞・大賞受賞企業
株式会社ポポンデッタ 代表取締役　太田和伸 社長

このたび第２回千代田ビジネス大賞をみごと受賞された（株）ポポンデッタ。
授賞式の熱気も冷めやらぬ３月１８日（木）に太田和伸社長を訪問しました。

いに越したことはないのですが、初め

からそのようなスタッフは少ない。鉄道

模型の知識は少しばかり低くても、接客

マインドのある人もスタッフとして採用

し、鉄道模型の知識が高いスタッフとバ

ランスよく配置するようにしたのだそう

です。

②豊富な在庫

通常の鉄道模型小売店は１か月分程

度の在庫だそうですが、ポポンデッタは

４か月分です。全店の店長が他店の在

庫を見られるようになっており、店舗間

で融通がききます。豊富な在庫と多店

舗間の在庫管理のPOSシステムが、ポポ

ンデッタの大きな特徴なのです。

③他にはない店舗づくり

一番特徴的なのは、自分の鉄道模型

を走らせることのできるレンタルレイア

ウトが全店舗にあること。太田社長は、

「思う存分自分の模型を走らせることが

でき、家族や恋人をつれてきても楽し

い場所」をつくろうという決意で、このレ

イアウトを作成しました。

④豊富な自社企画

初心者向けの鉄道模型教室の定期的

開催やスターターキット、東京ビックサ

イトやJR駅ビルなどへの出張イベント、

「ポポ鉄クラブ」という名のファンの集い、

さらに世界の鉄道を見に行こうという旅

行企画など盛りだくさんです。どれも太

田社長やスタッフの方の手作りの企画で

あり、ファンの方々の高い支持を得てい

るようです。

⑤ファミリー層への浸透

最も大きな特徴は、マニアのニーズも

十分に満たしながら、ファミリー層へ鉄

道模型を普及しようとしている点です。

従来では考えられなかったファミリー層

の多い場所に出店しているのです。「鉄

道の持つ楽しさをより多くの人にお届け

し、鉄道模型の力で人と人のコミュニケ

ーションを活発化する」という太田社長

の強い信念がその背景にあります。

環境的な視点からも見直されている

鉄道輸送。鉄道模型を家族・友人・恋

人とのコミュニケーションの活発化に役

立ててもらいたいという太田社長の理

念が実現する日は近そうです。

※詳しいインタビュー内容は「千代田

day
,
s」（ http://chiyoda-days.jp)

でご覧いただけます。

問合せ 産業まちづくりグループ　

1３２３３－７５５８（直通）

『鉄道模型は続くよ、どこまでも～♪』
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